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質　　　疑

予
算
審
査
特
別

委
員
会

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予

算
、
特
別
会
計
予
算
の
7
会

計
を
、
3
月
14
日
か
ら
16
日

ま
で
の
3
日
間
、
各
款
毎
に

白
熱
し
た
質
疑
応
答
の
中
で
、

審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
夕
張
市
の
財
政
破

綻
な
ど
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
、
実
質
公
債
費
比
率
は
予

算
設
定
段
階
で
１
３
・
2
％

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
無

駄
を
省
い
て
、
よ
り
高
い
町

民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

快適な生活空間の創造
（都市計画・道路・生ごみなど）

主な事業概要　　

○次第浜浜山土地区画整理事業

 ２億４０２万円

○道路維持管理、改良事業 ３億１６０８万円

○住宅管理事業 ２３６８万円

○ごみ処理事業 ２億１６２６万円

124億2367万円
（前年度対比０．９％増）

一般会計

 70 億 4100 万円（0.9％減）

国民健康保険特別会計

 事業勘定 11 億 8774 万円（15.7％増）

 施設勘定 1 億 5875 万円（1.7％増）

老人保健特別会計

 ９億 2369 万円（0 . 0 ％ ）

介護保険特別会計

 7 億 6762 万円（3.4％減）

県営開拓パイロット特別会計

 　817 万円（0 . 0 ％ ）

公共下水道特別会計

 18 億 6702 万円（1.0％減）

水道事業会計

 収益会計 2 億 4905 万円（3.4％減）

 資本会計 2 億 2063 万円（46.7％増）

7 会計総額

問　

陳
情
・
請
願
で
未
着
手
の
も

の
は
。

答　

１
件
は
山
倉
集
落
道
路
で
、

も
う
１
件
は
藤
寄
仁
五
郎
橋
線
で
、

業
者
の
土
地
が
あ
り
今
後
交
渉
す

る
。

問　

東
山
町
営
住
宅
未
納
者
は
。

答　

現
在
２
人
お
り
、
納
入
を
強

く
要
請
し
て
い
る
。

問　

生
ご
み
処
理
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
期
間
は
。

答　

3
年
間
モ
デ
ル
試
験
事
業
と

し
て
継
続
す
る
。
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質　　　疑

質　　　疑

安全で安心できる暮らしの実現
（防災、防犯、子育て支援、児童・高齢者福祉など）

主な事業概要　　

○消防事業 2億6476万円

○防災事業 5199万円

○交通安全・防犯対策事業 2434万円

○児童福祉事業 2億3889万円

○障害者福祉事業 1億4410万円

○高齢者福祉事業 ４億4849万円

問　

診
療
所
も
医
薬
分
業
す
る
と

聞
い
た
が
、
利
用
者
の
利
便
性
と

経
済
的
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い

配
慮
を
。

答　

早
け
れ
ば
6
月
頃
薬
局
が
オ

ー
プ
ン
す
る
。
指
摘
の
点
は
十
分

検
討
す
る
。

問　

聖
籠
こ
ど
も
園
の
入
所
者
は

増
加
し
て
い
る
か
。

答　

平
成
17
年
・
18
年
は
50
人
、

平
成
19
年
は
現
在
76
人
の
申
し
込

み
が
あ
る
。

活力・魅力あふれる産業づくり
（農業・漁業・商業・観光など）

主な事業概要　　

○水田農業確立対策補助事業 4800 万円

○病害虫防除対策事業 1212 万円

○観光協会運営事業 1700 万円

○農産物価格安定事業 500 万円

○中小企業活性化支援事業 700 万円

○バイオマスタウン事業 681 万円

問　

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
対
象
は

何
か
。

答　

生
ご
み
・
畜
産
ふ
ん
尿
・
稲

わ
ら
・
籾
が
ら
な
ど
で
、
二
酸
化

炭
素
削
減
を
は
か
る
。

問　

価
格
安
定
対
策
事
業
で
、
昨

年
ま
で
一
品
目
５
０
０
万
円
だ

っ
た
。
今
年
は
二
品
目
で
な
ぜ

５
０
０
万
円
か
。

答　

昨
年
の
実
績
は
２
９
０
万
円

だ
っ
た
。
こ
れ
で
対
応
で
き
る

か
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。
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質　　　疑質　　　疑

主な事業概要

○町制施行30周年記念事業 2044万円

○広報公聴活動の充実事業 923万円

○広域行政の推進事業 1252万円

○一般旅券発給事業 69万円

○ＩＴ推進事業 １億1913万円

○職員派遣等研修事業 378万円

問　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
を
構
成

し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
委
員
の
選

任
方
法
は
ど
う
し
た
の
か
。

答　

実
行
委
員
を
公
募
し
た
が
、

一
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
町
が

一
般
住
民
も
含
め
て
選
任
し
た
。

問　

町
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業

費
の
中
に
、
9
月
30
日
予
定
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
に
か
か
る
経
費
も

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答　

30
周
年
記
念
事
業
費
の
中
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

文
化
会
館
の
自
主
事
業
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
。

個性豊かな人・ふるさとづくり
（幼・小・中学校、社会教育・育英資金など）

主な事業概要

○情報機器ネットワーク管理事業 5264万円

○学校施設維持管理事業 4607万円

○育英資金貸与事業 3700万円

○文化会館維持管理事業 1億4628万円

○スポーツ活動支援事業 2065万円

○国際交流事業 544万円

問　

旧
宗
龍
寺
（
蓮
潟
地
内
）
の

跡
地
に
で
き
る
、
歴
史
資
料
展
示

館
建
設
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

建
物
は
21
坪
位
の
も
の
で
、

町
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
展
示

し
た
い
。

問　

国
際
交
流
費
に
つ
い
て
。

答　

本
年
度
は
ハ
ル
ビ
ン
市
と
の

交
流
10
周
年
と
町
制
施
行
30
周
年

の
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

記
念
事
業
と
し
て
聖
籠
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
を
ハ
ル
ビ
ン

市
へ
派
遣
し
、
芸
術
・
文
化
面
で

の
交
流
を
計
画
し
て
い
る
経
費
が

主
な
も
の
で
あ
る
。

開かれた行財政の推進
（広報・IT推進・広域事業など）
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地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
助
役
に
代
え

て
副
町
長
を
置
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

副
町
長
の
定
数
は
、
各
自

治
体
に
お
い
て
任
意
に
定
め

ま
す
が
、
聖
籠
町
は
一
人
と

決
ま
り
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
状
況
を
踏
ま
え
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

検
討
し
ま
す
。

　

策
定
の
中
に
、
地
域
各
層

の
参
画
、
住
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
聖
籠
町
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

　

平
成
21
年
に
第
64
回
国
民

体
育
大
会
「
ト
キ
め
き
新
潟

国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
は
4
種
目
の
会
場
地

に
な
る
こ
と
か
ら
、
開
催
に

向
け
た
準
備
を
進
め
る
た
め
、

国
体
推
進
室
を
3
年
間
の
期

間
限
定
で
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
効
率
的
な
組
織
運

営
を
は
か
る
こ
と
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
診
療
所
の
管
理

運
営
を
、
町
民
課
か
ら
保
健

福
祉
課
に
移
し
ま
す
。

五
十
嵐
利
栄
議
員　

県
の
町

村
会
長
に
就
任
し
て
、
一
年

余
り
た
つ
が
、
町
村
会
長
の

公
務
は
、
直
接
、
間
接
含
め

て
年
間
ど
の
く
ら
い
を
占
め

て
い
る
の
か
。

町
長　

基
本
的
に
町
内
の
公

務
を
優
先
し
て
、
日
程
調
整

し
て
い
る
。

　

会
長
と
し
て
の
公
務
は
限

定
さ
れ
て
い
る
。
副
会
長
と

役
割
分
担
し
対
応
し
て
い
る
。

　

今
の
段
階
で
は
、
公
務
全

体
の
30
％
く
ら
い
を
占
め
て

い
る
。

小
川
益
一
郎
議
員　

町
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
ど

う
検
討
し
て
い
く
の
か
。

　

町
民
の
負
担
、
協
力
、
義

務
が
強
固
に
な
る
と
、
町
民

の
生
活
に
歯
止
め
が
か
か
り

住
み
に
く
い
町
と
な
る
の
で

は
と
懸
念
す
る
。

生
活
環
境
課
長　

聖
籠
町
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
に

基
づ
い
て
、
役
場
庁
内
で
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
運
用

し
て
い
る
。
今
後
は
、
町
全

体
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

　

あ
く
ま
で
も
、
町
民
に
は

省
エ
ネ
啓
発
で
、
負
担
と
義

務
は
考
え
て
い
な
い
。

主 

な 

質 

疑

副
町
長
の
定
数
決
ま
る

▲ 進めよう町全体の省エネ

　

平
成
19
年
第
1
回
定
例
会
は
�
３
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
�

　

町
長
か
ら
新
年
度
の
施
政
方
針
表
明
が
あ
り
�
平
成
18
年
度
補
正
予
算
�
平
成
19
年
度
予
算
�
聖
籠
町
副
町
長
定
数
条
例
�
聖
籠

町
省
エ
ネ
ル
ギ
�
ビ
ジ
�
ン
検
討
委
員
会
条
例
の
制
定
ほ
か
各
種
の
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
38
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
�

　

ま
た
�
地
域
経
済
の
振
興
の
た
め
�
消
費
税
大
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
な
ど
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
�

　

一
般
質
問
で
は
�
7
人
の
議
員
が
�
農
業
振
興
�
育
英
資
金
�
労
働
政
策
な
ど
に
つ
い
て
�
2
日
間
に
わ
た
り
�
町
政
全
般
を
質た

だ

し
ま
し
た
�

町
の
省
エ
ネ
ル
ギ
�
促
進

聖
籠
町
課
制
条
例
の

一
部
を
改
正

町
村
会
長
の
公
務

の
年
間
割
合
は

公
務
全
体
の
30
％

何
を
目
指
し
て
省
エ
ネ
な
の
か

目
的
は
町
民
へ
の
省
エ
ネ
啓
発
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加
藤
正
之
議
員　

役
場
２
階

の
農
業
委
員
会
の
執
務
室
を

「
国
体
推
進
室
」
に
す
る
と

い
う
が
、
農
業
委
員
会
の
委

員
の
意
見
を
聞
い
た
の
か
。

　

農
業
委
員
会
は
、
1
階
の

産
業
観
光
課
に
所
属
す
る
形

に
な
る
の
だ
が
、
農
業
委
員

会
は
独
立
し
た
機
関
で
あ
る
。

　

農
業
委
員
会
の
事
務
局
長

を
産
業
観
光
課
長
が
兼
務
す

る
こ
と
は
、
仕
事
の
性
質
上

や
り
に
く
い
も
の
に
な
ら
な

い
か
。

　

１
階
の
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ

た
ス
ペ
ー
ス
で
土
地
財
産
に

関
す
る
個
人
情
報
を
守
っ
て

い
け
る
か
。

町
長　

行
政
改
革
の
一
環
の

中
で
1
年
間
、
今
後
の
方
向

づ
け
を
模
索
し
て
き
た
。
事

務
局
長
を
通
し
て
農
業
委
員

会
長
に
話
し
て
き
た
。

　

事
務
体
制
は
、
産
業
観
光

課
長
が
事
務
局
長
を
兼
務
す

る
が
、
専
門
事
務
に
次
長
を

配
置
す
る
。

　

農
業
に
関
す
る
政
策
と
農

業
委
員
会
の
あ
る
べ
き
役
割

と
整
合
を
は
か
っ
て
い
き
た

い
。

　

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い

て
は
、
本
来
あ
る
べ
き
形
で
、

保
管
管
理
、
情
報
管
理
を
し

て
い
き
た
い
。

小
川
益
一
郎
議
員　

国
体
推

進
室
は
、
一
般
的
に
教
育
委

員
会
部
局
な
の
で
は
な
い
か
。

町
長
部
局
と
す
る
必
要
性
は

何
か
。

　

国
体
推
進
室
の
人
事
は
、

外
部
の
人
を
つ
れ
て
く
る
つ

も
り
か
。

町
長　

国
体
に
つ
い
て
は
、

県
を
あ
げ
て
の
事
業
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
の
対
応

が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

県
や
他
の
会
場
地
の
市
町

村
も
首
長
部
局
と
し
て
い
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
協
議

し
、
町
長
部
局
と
し
た
。

　

担
当
職
員
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
み
て
、

町
の
職
員
を
配
置
し
た
い
。

五
十
嵐
利
栄
議
員　

「
な
ご

み
の
家
」
い
つ
ま
で
に
工
事

を
考
え
て
い
る
か
。
人
件
費

は
増
と
な
る
の
か
。
維
持
管

理
費
は
ど
う
な
る
か
。

　

松
く
い
虫
防
除
は
加
治
川

右
岸
に
比
べ
、
左
岸
環
境
を

守
る
松
く
い
虫
防
除
が
必
要

で
な
い
か
。

　

ざ
ぶ
〜
ん
館
の
今
年
の
見

込
み
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長　

「
な
ご
み
の
家
」
は

聖
山
荘
を
取
り
壊
し
た
跡
地

に
建
て
る
。
4
月
下
旬
着
工
、

3
ヵ
月
程
度
か
か
る
。
9
月

は
じ
め
に
入
所
で
き
れ
ば
い

い
と
思
う
。

　

町
か
ら
委
託
し
、
新
た
な

こ
と
が
で
て
き
た
時
に
は
、

臨
時
対
応
を
す
る
。
完
成
し

た
ら
維
持
、
管
理
分
は
対
応

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　

松
く
い
虫
防
除
は
、
自
然

が
相
手
な
の
で
防
ぎ
き
れ
な

い
と
同
時
に
広
範
囲
で
防
ぎ

き
れ
な
い
。
保
安
林
は
航
空

防
除
を
し
て
い
る
。

　

ざ
ぶ
〜
ん
館
に
つ
い
て
は
、

横
ば
い
か
若
干
増
加
見
込
み

で
あ
る
。

▲ 国体推進室オープン

農
業
委
員
会
の
理

解
得
た
の
か

事
務
局
長
か
ら
会

長
に
伝
え
て
い
る

な
ぜ
町
長
部
局
な

の
か

教
育
委
員
会
と
協

議
の
結
果

観
音
の
湯
ざ
ぶ
�
ん
館
維
持
基
金
積
立
金 

1
8
0
0
万
円

地
域
交
流
館
�
な
ご
み
の
家
�
建
設
工
事
費 

4
2
5
0
万
円

中
小
企
業
不
況
対
策
特
別
資
金
預
託
金 

3
5
7
2
万
円
減
額

主 

な 

質 

疑

「
な
ご
み
の
家
」い
つ

ま
で
に
工
事
か

４
月
下
旬
着
工

　

平
成
18
年
度
一
般
会
計
の

既
定
予
算
に
５
４
７
３
万
円

を
減
額
し
�
総
額
71
億
７
７

１
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
�

　

主
な
も
の
に
�
旧
聖
山
荘

解
体
工
事
費
７
６
０
万
円
�

観
音
の
湯
ざ
ぶ
�
ん
館
維
持

基
金
積
立
金
１
８
０
０
万
円
�

地
域
交
流
館
�
な
ご
み
の
家
�

建
設
工
事
費
４
２
５
０
万
円
�

知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支

援
扶
助
費
１
２
０
０
万
円
減

額
�
中
小
企
業
不
況
対
策
特

別
資
金
預
託
金
３
５
７
２
万

円
減
額
な
ど
で
す
�
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小
川
益
一
郎
議
員　

補
正
予

算
で
２
億
近
く
減
額
し
て
い

る
が
、
予
算
の
見
積
が
あ
ま

か
っ
た
の
か
。
繰
越
金
は
ど

の
程
度
見
込
ま
れ
る
の
か
。

　

町
史
編
さ
ん
誌
は
、
今
回

の
発
行
で
完
成
す
る
が
、
発

行
状
況
は
ど
う
か
。
売
上
げ

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

印
刷
製
本
費
５
０
０
万
円

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
見

込
が
あ
ま
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

予
算
に
つ
い
て
は
、

国
県
補
助
金
、
負
担
金
等
の

制
度
に
よ
る
対
応
等
で
減
額

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
基
本

的
に
は
、
予
算
に
対
す
る
執

行
努
力
と
、
制
度
的
な
も
の

で
減
額
せ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
が
あ
る
。

　

今
の
見
込
み
と
し
て
２
億

程
度
の
黒
字
決
算
と
し
て
、

見
込
め
る
と
試
算
し
て
い
る
。

社
会
教
育
課
長　

町
史
編
さ

ん
誌
の
部
数
は
、
平
成
18
年

で
原
始
、
古
代
、
中
世
の
資

料
編
１
を
３
０
０
部
印
刷
。

通
史
編
も
５
０
０
部
印
刷
す

る
。

　

過
去
に
３
冊
資
料
編
を
発

刊
し
て
い
る
。
寄
贈
分
も
含

め
て
約
６
〜
７
割
で
て
い
る
。

高
橋
繁
憲
議
員　

町
営
住
宅

の
使
用
料
１
５
０
万
円
マ
イ

ナ
ス
が
あ
る
。
3
人
が
滞
納

し
て
い
る
。
報
告
書
の
内
容

の
説
明
を
求
め
る
。

町
長　

町
営
住
宅
は
、
指
定

管
理
者
制
度
に
基
づ
く
条
例

が
あ
る
。
条
例
に
基
づ
い
た

対
応
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　

決
算
期
が
く
れ
ば
当
然
、

議
会
に
も
概
要
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

小
川
益
一
郎
議
員　

町
民
が

知
ら
な
い
う
ち
に
、
町
の
診

療
所
が
医
薬
分
業
さ
れ
、
調

剤
薬
局
が
建
設
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
な
ぜ
か
。
特
定

の
業
者
の
み
選
定
し
た
の
は

な
ぜ
か
。

　

施
設
勘
定
の
収
入
減
に
つ

な
が
っ
て
く
る
し
、
薬
局
予

定
地
が
診
療
所
か
ら
１
０
０

メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
。

町
民
に
と
っ
て
不
便
で
お
金

も
か
か
る
。
多
面
的
に
議
論

し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

医
薬
分
業
に
つ
い
て

は
、
診
療
所
の
医
師
か
ら
の

要
望
で
、
時
代
の
流
れ
と
や

む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
判

断
し
た
。

　

民
間
の
院
外
薬
局
の
業
者

が
、
独
自
に
土
地
を
検
討
し

て
い
る
と
報
告
を
う
け
て
い

る
。

　

町
と
し
て
は
民
間
の
こ
と

な
の
で
、
関
与
で
き
な
い
。

▲ 予算管理の徹底を

主 

な 

質 

疑

補
正
予
算
の
大
幅
減

額
の
理
由
は

国
県
の
補
助
を
活

用
し
努
力
し
た

議
会
に
も
概
要
を

報
告
し
て
い
る

東
山
団
地
の
指
定

管
理
の
報
告
を

突
然
の
医
薬

分
業
の
理
由
は

診
療
所
の
医
師

か
ら
の
要
望
で ▲ 医薬分業になる診療所
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み 

な 

さ 

ん 

の

請 

願 

・ 

陳 

情

　

採
択
と
な
っ
た
請
願

◎ 

地
域
経
済
の
振
興
の
た
め
�
消
費
税
大
増
税
に
反
対
す
る
請
願
書
（
提

出
者　

消
費
税
廃
止
新
潟
県
各
界
連
絡
会　

代
表　

能
登　

惣
五

郎
）

◎ 

プ
ラ
イ
バ
シ
�
侵
害
�
個
人
情
報
漏
洩
な
ど
�
住
民
の
�
安
心
・
安

全
�
の
後
退
が
懸
念
さ
れ
る
�
市
場
化
テ
ス
ト
�
の
拡
大
・
推
進
に

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
請
願
書（
提
出
者　

新
潟
県
公
務
公
共
関
連
労

働
者
共
闘
連
絡
会　

代
表　

滝
沢　

敬
一
外
２
人
）

◎ 

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
の
中
止
を
求
め
る
請
願
（
提
出
者　

新
潟

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会　

会
長　

坪
谷　

誠
）

◎ 

日
本
農
業
に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
る
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
の
中
止
と

Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
促
進
路
線
の
転
換
を
求
め
る
請
願
（
提
出
者　

農

民
運
動
新
潟
県
連
合
会　

代
表
者　

町
田　

擴
）

　

第
１
回
定
例
会
で
は
�
地
域
住
民
よ
り
直
接
の
声
と
な
り
ま
す
請
願

４
件
�
陳
情
１
件
が
審
査
さ
れ
�
す
べ
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
�

◎ �
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
対
す
る
�
陳
情
書
（
提
出
者　

食
と

み
ど
り
、
水
を
守
る
新
潟
県
民
会
議　

議
長　

小
日
山　

紀
郎
）

　

採
択
と
な
っ
た
陳
情

　

平
成
19
年
度
に
お
い
て
も

住
民
自
治
を
基
本
姿
勢
と
し

て
、
引
続
き
「
教
育
と
福
祉
」

の
充
実
を
は
か
り
、
農
業
振

興
、
商
工
業
の
振
興
、
自
然

環
境
の
保
全
と
生
活
環
境
施

策
の
推
進
を
重
点
施
策
に
位

置
づ
け
て
、
効
果
あ
る
施
策

の
展
開
を
は
か
り
ま
す
。

▼
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

組
織
、
機
構
の
見
直
し
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
は
、
農
業
施

策
が
機
能
的
に
展
開
で
き
る

よ
う
、
農
業
委
員
会
事
務
局

長
を
産
業
観
光
課
長
が
兼
務

す
る
体
制
を
は
か
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
第
64
回
国
民

体
育
大
会
「
ト
キ
め
き
新
潟

国
体
」
が
県
内
29
市
町
村
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
は
、

４
種
目
の
開
催
地
と
な
る
こ

と
か
ら
「
国
体
推
進
室
」
を

新
設
し
ま
す
。

▼
平
成
19
年
度
は
、
町
制
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
30
周
年
を

迎
え
ま
す
。
町
民
と
共
に
祝

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
記

念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
本
年
度
の
防
災
施
策
の
重

点
は
、
昨
年
度
に
策
定
（
改

正
）
し
た
町
地
域
防
災
計
画

の
柱
で
あ
る
「
自
主
防
災
組

織
の
育
成
」
「
災
害
時
要
援

護
者
対
策
」
の
具
体
的
行
動

計
画
等
の
作
成
で
す
。

　

地
域
が
主
体
と
な
り
、
自

ら
が
考
え
、
行
動
す
る
「
ま

ち
な
か
防
災
訓
練
」
を
実
施

し
ま
す
。

▼
保
健
福
祉
施
策
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
福
祉

の
分
野
で
は
、
平
成
18
年
４

月
に
立
ち
上
げ
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
対

応
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
平
成
18
年

度
交
付
金
の
緊
急
配
分
を
受

け
、
地
域
介
護
の
拠
点
事
業

と
し
て
施
設
整
備
を
し
ま
す
。

位
置
と
し
て
は
、
聖
山
荘
を

取
り
壊
し
、
結
い
ハ
ー
ト
聖

籠
に
隣
接
さ
せ
整
備
し
ま
す
。

▼
水
田
の
基
盤
整
備
に
つ
い

て
、
山
大
夫
地
区
基
盤
整
備

事
業
は
、
今
春
の
作
付
け
に

対
応
す
る
よ
う
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

施政方針表明
● 

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
組
織

機
構
の
見
直
し

● �
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
�

　

を
実
施

● 

地
域
介
護
の
拠
点
化
事
業

渡邊町長
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私
は
常
々
三
つ
の
夢
を
思

い
描
い
て
聖
籠
町
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
夢
は
、
気
が
向

い
た
と
き
に
泳
ぎ
に
行
け
る

温
水
プ
ー
ル
が
近
く
に
あ
っ

た
ら
、
幸
せ
だ
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
な
ん
と
お
隣
の
旧

紫
雲
寺
町
が
実
現
し
て
く
れ

ま
し
た
。
運
動
不
足
の
私
は
、

プ
ー
ル
で
ゆ
っ
た
り
と
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
で
気
分
も
ス

ッ
キ
リ
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
こ
れ
ま
た
気

が
向
い
た
と
き
に
行
け
る
、

効
能
豊
か
な
温
泉
が
あ
れ
ば

幸
せ
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
な
ん
と
、
我
が
町
、

聖
籠
町
が
実
現
し
て
く
れ
ま

し
た
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
「

ざ
ぶ
〜
ん
」
で
す
。
な
ん
と

ホ
テ
ル
付
き
で
す
。
新
潟
市

の
人
た
ち
に
自
慢
で
き
ま
す
。

　

私
は
三
つ
の
夢
の
う
ち
、

も
う
既
に
二
つ
の
夢
が
正
夢

現
実
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
本
当
に
聖
籠
町
に

生
ま
れ
育
っ
て
よ
か
っ
た
な

あ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
後
の
三
つ
目
の

夢
と
は
、
朝
か
ら
出
か
け
て

一
日
中
、
の
ん
び
り
ゆ
っ
た

り
く
つ
ろ
げ
る
広
い
図
書
館

が
近
く
に
あ
っ
た
ら
な
ー
と

い
う
夢
で
す
。

　

想
像
し
て
み
て
下
さ
い
、

広
い
吹
き
抜
け
で
冬
で
も
一

日
中
、
陽
の
光
が
降
り
注
ぐ

中
で
、
の
ん
び
り
新
聞
や
雑

誌
な
ど
に
、
気
ま
ま
に
目
を

通
し
、
の
ど
が
渇
い
た
ら
軽

食
喫
茶
へ
。

　

映
画
が
見
た
く
な
っ
た
ら
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
コ
ー
ナ
ー
を
借
り

る
。
町
民
の
文
化
作
品
や
絵

画
な
ど
を
鑑
賞
で
き
る
部
屋

が
あ
る
。
朗
読
を
テ
ー
プ
に

吹
き
込
む
部
屋
が
あ
る
等
々
。

　

今
時
の
図
書
館
は
多
目
的

な
滞
在
型
が
主
流
で
、
毎
日

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
読
み

聞
か
せ
や
、
紙
芝
居
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

広
い
滞
在
型
図
書
館
が
も

う
す
ぐ
完
成
。
そ
ん
な
日
が

待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
頃
で

す
。

須貝　　渉さん
（網代浜）

　

三
つ
の
夢

意 見 書 ５ 件 を 可 決 し 国 に 提 出

第１回定例会で５件の意見書が提出され、すべて全会一致で可決されました。

可決された意見書は、国の関係機関に提出し、実現するよう要請します。

◎ 地域経済の振興のため、消費税大増税に反対する意見書

◎ プライバシー侵害、個人情報漏洩など、住民の「安心・安全」の

後退が懸念される「市場化テスト」の拡大・推進に慎重な対応を

求める意見書

◎療養病床の廃止・削減の中止を求める意見書

◎ 日豪ＥＰＡ（経済連携協定）・ＦＴＡ（自由貿易協定）交渉に関

する意見書

◎ＦＴＡ・ＥＰＡ促進路線の転換を求める意見書
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第
1
回　

臨　

時　

議　

会

● 
新
潟
市
の
政
令
都
市
移
行
に

伴
い
組
合
規
約
の
一
部
変
更

●
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

　

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
議
会
が
�
２
月
19
日
�
１
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
�
専
決
処
分
の
承
認
�
新
潟
県
市
町

村
統
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
�
�
新
潟
東
港
地
域
水
道
用

水
供
給
企
業
団
規
約
の
変
更
な
ど
４
議
案
を
審
議
し
�
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
�

 

収
入
役
制
度
の
見
直
し

高
橋
繁
憲
議
員　

新
潟
東
港

地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団

に
お
い
て
、
新
潟
市
、
新
発

田
市
、
聖
籠
町
の
出
資
割
合

の
変
更
は
今
後
あ
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

合
併
後
も

今
ま
で
の
出
資
比
率
に
つ
い

て
は
そ
の
ま
ま
変
更
は
な
い
。

主 

な 

質 

疑

出
資
割
合
の
変
更

あ
る
の
か

変
更
は
な
い

　

聖
籠
町
で
は
、
現
在
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
委

嘱
を
受
け
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
充
実
を
は
か

り
た
い
と
一
人
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
第
浜
の
平
野
政
要
さ
ん
が
、
委
員
に
推
薦
さ
れ
、

全
会
一
致
で
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、
人
格
、
識
見
共
高
く
、
広
く
社
会

の
諸
事
情
に
精
通
し
、
地
域
社
会
で
信
頼
も
高
い
人

で
す
。
今
後
の
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

平野　政要さん

　

人
権
擁
護
委
員
を
新
た
に
信
任

　

多
年
（
15
年
以
上
）
に
わ

た
り
、
町
の
地
方
自
治
の
振

興
並
び
に
議
会
機
能
向
上
に

貢
献
さ
れ
功
績
の
あ
っ
た
議

員
に
、
こ
の
度
（
平
成
19
年

２
月
）
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
手
島
八
郎
議
員
と
高

橋
繁
憲
議
員
の
２
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
長
年
、
県
町
村
議
会

議
長
会
の
監
事
を
務
め
て
き

た
高
松
春
雄
議
長
も
、
特
別

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

自
治
功
労
者
に
対
し

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る

自
治
功
労
者
に
対
し

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る

▲ おいしい水を供給する企業団

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
��
収
入
役
�
が
�
会

計
管
理
者
�
に
改
め
ら
れ
�

会
計
管
理
者
は
一
般
職
員
か

ら
任
命
さ
れ
る
こ
と
か
ら
�

収
入
役
と
い
う
特
別
職
は
な

く
な
り
ま
す
�
�
平
成
19
年

４
月
１
日
施
行
�
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７議員が質問
―― 砂　原　近　衛　議員（12ページ）――

１．農家の現況は

２．米政策  町の指導は

３．思い切った施策を

―― 加　藤　正　之　議員（13ページ）――
１．新たな市町村合併は

２．給食費未納金額は異常

３．どうする一般競争入札

４．町の大学進学率は

―― 宮　沢　光　子　議員（14ページ）――
１．矛盾を感じる奨学支援体制

２．充実しているか職業教育

３．不在交番にしない方法は

―― 五十嵐　利　栄　議員（15ページ）――
１．唐突な運転員募集の真意は

２．基盤整備受益者負担５％で良いか

―― 小　川　益一郎　議員（16ページ）――
１．ＪＡ亀代出張所の存続を

２．村下開発の実態は

３．高校入学全県一学区制は是か

―― 中　村　恵美子　議員（17ページ）――
１．アスベスト健診に助成を

２．給食費滞ったらどうなるか

―― 高　橋　繁　憲　議員（18ページ）―― 
１．東港を核とした町づくりを

２．地域防災をどうするか
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問　

日
本
農
業
の
米
政
策
が

変
り
農
業
の
生
き
残
り
を
目

指
す
、
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
が
実
施
さ
れ
る
。

　

本
町
の
農
業
者
の
現
況
は
、

条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
農

家
は
何
戸
か
。
集
落
営
農
の

実
態
は
。

町
長　

認
定
農
業
者
か
特
定

農
業
団
体
及
び
特
定
農
業
団

体
と
同
様
の
要
件
を
満
た
す

組
織
で
あ
る
こ
と
が
第
一
条

件
、
第
二
の
条
件
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
農
業
者
の
経
営
規
模

が
認
定
農
業
者
の
場
合
、
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
集
落
営

農
に
つ
い
て
は
20
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
で
あ
る
。

　

２
月
末
の
時
点
で
、
認
定

農
業
者
の
総
数
は
１
２
０
人

で
、
う
ち
経
営
規
模
を
満
た

す
法
人
を
含
む
農
業
者
は
61

戸
で
あ
る
。

問　

日
本
農
業
の
生
き
残
り

と
、
農
業
の
構
造
改
革
を
実

現
せ
ん
と
す
る
政
策
と
思
う

が
、
果
た
し
て
効
果
が
期
待

で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。
過

去
の
農
政
を
振
り
返
る
と
、

こ
ろ
こ
ろ
変
る
猫
の
目
農
政

で
あ
っ
た
。

　

最
も
安
定
し
た
作
目
の
米

作
り
を
抑
制
さ
れ
不
本
意
で

あ
る
が
、
国
策
に
逆
ら
う
こ

と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

今
後
展
開
さ
れ
る
米
政
策
に

対
し
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

農
家
を
指
導
す
る
か
。

町
長　

認
定
農
業
者
及
び
集

落
営
農
、
国
の
施
策
に
対
応

し
、
経
営
面
積
の
集
積
誘
導

を
行
い
、
集
落
営
農
に
つ
い

て
は
要
件
を
整
備
す
る
よ
う

相
談
活
動
を
展
開
す
る
。

　

米
改
革
大
綱
で
、
平
成
16

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
農

地
集
積
を
促
進
す
る
た
め
町

単
独
助
成
事
業
を
継
続
す
る
。

　

産
地
づ
く
り
交
付
金
、
単

独
事
業
費
４
８
０
０
万
円
を

国
策
助
成
に
プ
ラ
ス
す
る
よ

う
な
形
で
対
応
し
て
い
く
。

問　

図
書
館
整
備
に
つ
い
て

は
今
回
で
５
回
目
の
質
問
で

あ
る
。
整
備
、
新
設
の
両
面

か
ら
質
し
て
き
た
が
、
積
極

的
な
答
弁
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
町
民
は
、
思
い
切
っ
た

施
策
を
期
待
し
て
い
る
。

町
長　

基
本
姿
勢
と
し
て
、

そ
の
必
要
性
は
答
弁
し
て
き

た
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
図
書

館
の
利
用
状
況
、
将
来
に
向

け
た
課
題
を
ど
う
解
決
し
て

い
く
の
か
、
民
意
の
把
握
が

ま
だ
充
実
さ
れ
て
い
な
い
と

思
う
。
図
書
館
の
普
及
啓
発

と
町
民
の
利
用
促
進
が
は
か

ら
れ
る
こ
と
が
課
題
解
決
と

な
る
。

砂原　近衛議員

▲ 待たれる滞在型図書館

農
家
の
現
況
は

認
定
農
業
者
を
中
心
に

米政策  町の指導は

国策と併せ指導確立

思い切った施策を

民意の把握が大切
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問　

人
口
比
で
０
・
６
％
し

か
な
い
聖
籠
町
が
、
県
全
体

の
学
校
給
食
費
未
納
金
額
の

13
％
も
占
め
て
い
る
。
異
常

と
思
わ
な
い
か
。

教
育
長　

未
納
金
額
は
パ
ー

セ
ン
ト
に
お
い
て
大
変
多
い

の
で
、
意
思
確
認
の
た
め
に

保
護
者
宛
に
給
食
の
届
出
と

い
う
形
で
申
込
書
を
お
願
い

し
て
い
る
。
こ
れ
が
問
題
解

消
に
な
ら
な
け
れ
ば
本
当
に

再
度
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問　

総
務
・
国
土
交
通
両
省

は
「
全
て
の
自
治
体
で
一
般

競
争
入
札
を
導
入
す
る
」
と

し
た
。

　

全
市
町
村
へ
の
一
般
競
争

入
札
の
導
入
は
事
務
量
の
増

加
や
地
元
業
者
の
衰
退
を
招

く
と
い
う
声
も
あ
る
な
ど
、

小
規
模
市
町
村
ほ
ど
地
元
業

者
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
聖
籠
町

は
ど
う
す
る
か
。

問　

教
育
再
生
会
議
や
道
州

制
導
入
問
題
で
市
町
村
の
望

ま
し
い
人
口
規
模
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。

　

町
が
単
独
で
や
っ
て
い
く

力
が
あ
っ
て
も
国
の
方
針
に

は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

教
育
再
生
会
議
で
の

教
育
委
員
会
の
あ
り
方
や
道

州
制
と
絡
ん
だ
中
で
、
い
ろ

い
ろ
と
市
町
村
合
併
の
方
向

性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

対
応
し
て
い
く
に
は
潜
在

的
な
問
題
点
を
多
く
残
し
て

い
る
の
で
、
今
後
の
成
り
行

き
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

加藤　正之議員

▲ おいしい給食を子どもたちに

ど
う
す
る
一
般
競
争
入
札

新
年
度
に
向
け
検
討

教
育
長　

18
年
度
の
大
学
進

学
率
は
３
１
・
8
％
で
、
42

人
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
町
の

育
英
資
金
を
利
用
し
た
人
は

15
人
い
た
。

　

18
年
度
の
県
の
進
学
率
が

４
３
・
8
％
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
に
近
づ
け
る
の
が
当
面

の
目
標
に
な
る
。

新たな市町村合併は

成り行きを見守りたい

給食費未納金額は異常

比率としては大変多い

町
長　

一
般
競
争
入
札
で
も

一
定
の
条
件
を
つ
け
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

3
月
中
に
あ
る
程
度
の
考

え
方
を
ま
と
め
、
新
年
度
か

ら
試
行
的
に
対
応
で
き
る
か

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

総
合
評
価
方
式
や
電
子
入

札
の
導
入
、
入
札
監
視
委
員

会
の
設
置
も
当
然
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町
の
大
学
進
学
率
は

18
年
度
実
績
で
３
１
・
８
％

問　

他
市
町
村
に
は
見
ら
れ

な
い
よ
う
な
育
英
資
金
制
度

だ
が
、
町
内
の
大
学
進
学
率

は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の
数

値
目
標
は
。
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問　

町
の
育
英
資
金
制
度
は
、

財
政
豊
か
な
聖
籠
町
の
住
民

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
制
度

の
一
つ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
平
成
15
年
度
の

新
規
申
込
者
の
う
ち
、
10
人

外
さ
れ
た
時
か
ら
、
申
込
み

が
減
り
、
年
々
、
補
正
予
算

の
減
額
が
始
ま
っ
た
。
昨
年

12
月
議
会
で
は
、
１
７
０
０

万
円
減
額
さ
れ
た
。

　

申
込
み
減
少
の
主
な
原
因

は
、
内
規
に
あ
る
両
親
の
所

得
基
準
の
上
限
を
低
く
し
、

借
り
に
く
く
し
た
せ
い
と
考

え
ら
れ
る
。
平
成
19
年
度
の

予
算
は
、
14
年
度
と
比
較
す

る
と
２
４
０
０
万
円
も
少
な

い
予
算
計
上
で
あ
る
。
こ
れ

で
充
実
し
た
奨
学
支
援
体
制

な
の
か
。

　

卒
業
し
た
育
英
生
か
ら
町

へ
の
返
還
も
順
調
で
、
平
成

17
年
度
で
は
、
返
還
金
額
は
、

約
３
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

予
算
を
計
上
す
る
町
長
と

し
て
、
進
学
す
る
子
ど
も
の

将
来
に
貸
与
す
る
の
か
、
あ

く
ま
で
も
親
に
貸
与
す
る
の

か
。

町
長　

育
英
資
金
の
開
始
は

平
成
７
年
だ
っ
た
。
当
時
は

初
め
て
の
制
度
と
い
う
こ
と

で
、
無
条
件
に
近
い
も
の
で

貸
与
し
た
。
し
か
し
、
制
度

を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
申

込
者
が
多
数
に
な
る
と
相
当

の
予
算
措
置
が
必
要
な
の
で
、

教
育
委
員
会
の
判
断
か
ら
、

所
得
の
制
限
額
に
あ
る
程
度

規
制
を
か
け
た
。

　

19
年
度
か
ら
は
、
今
ま
で

の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
新
た

な
形
で
の
対
応
を
は
か
る
。

問　

全
国
で
年
間
約
６
万
人

強
の
高
校
中
退
者
が
出
て
い

る
。
中
学
校
時
代
に
、
世
の

中
の
仕
組
み
、
自
分
に
向
い

て
い
る
仕
事
な
ど
を
考
え
る

授
業
の
充
実
を
は
か
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長　

学
校
の
教
育
内
容
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
学
校
長
の

権
限
で
あ
る
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
に
生
き
る
目
的
を

持
た
せ
た
い
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
学
校
長
に
指
導
・

助
言
を
し
て
い
る
。

問　

町
内
の
３
つ
の
駐
在
所

が
統
合
さ
れ
、
聖
籠
交
番
一

つ
に
な
っ
た
の
だ
が
、
常
に

パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
て
い
る
せ

い
か
、
交
番
に
警
察
官
が
不

在
の
こ
と
が
多
い
。
町
民
に

と
っ
て
身
近
で
は
な
く
な
っ

た
。

町
長　

聖
籠
交
番
で
は
、
犯

罪
対
応
に
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル

体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

　

相
談
員
と
し
て
、
警
察
Ｏ

Ｂ
を
臨
時
雇
用
す
る
制
度
が

あ
る
。
当
町
も
検
討
し
て
、

県
へ
要
望
し
た
い
。

宮沢　光子議員

矛盾を感じる奨学支援体制

適正な形で公金を運用

充
実
し
て
い
る
か
職
業
教
育

毎
日
の
生
活
指
導
の
中
で
も
啓
発

不在交番にしない方法は

交番相談員制度を検討

▲ パトロール中の聖籠交番
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問　

町
長
は
こ
れ
ま
で
、
運

転
員
や
用
務
員
な
ど
の
人
が

定
年
退
職
に
な
っ
て
も
、
新

規
採
用
は
行
わ
ず
、
パ
ー
ト

や
臨
時
な
ど
で
対
応
す
る
と

表
明
し
、
実
践
し
て
き
た
。

　

今
回
３
月
末
に
定
年
退
職

を
迎
え
る
職
員
も
い
な
い
な

か
、
な
ぜ
突
然
に
、
運
転
員

募
集
が
出
て
き
た
の
か
。
多

く
の
町
民
が
疑
問
を
持
っ
て

い
る
。

　

本
来
人
事
政
策
は
、
職
員

が
い
つ
定
年
に
な
る
か
判
っ

て
お
り
、
計
画
的
に
対
応
で

き
る
し
、
一
方
で
行
政
改
革

で
の
削
減
計
画
も
、
計
画
変

更
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

格
差
是
正
や
、
非
正
規
労

働
者
の
雇
用
関
係
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
㈱
聖
籠
の

杜
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
労

働
条
件
改
善
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

他
の
単
労
者
の
採
用

は
不
要
だ
が
、
運
転
員
の
採

用
は
必
要
と
考
え
て
い
た
。

　

将
来
２
・
３
人
の
職
員
が

退
職
す
る
見
込
と
、
定
年
後

延
長
採
用
し
た
職
員
を
い
つ

ま
で
も
引
張
れ
な
い
。
12
人

の
応
募
者
が
あ
っ
た
。

　

行
政
改
革
削
減
計
画
で
は

大
幅
な
見
直
し
の
必
要
は
な

い
。

　

㈱
聖
籠
の
杜
の
労
働
条
件

改
善
は
、
取
締
役
会
な
ど
で

議
論
し
、
社
長
か
ら
指
示
し
、

改
善
し
て
い
る
。
社
会
福
祉

協
議
会
に
は
労
働
組
合
も
で

き
、
要
求
に
基
づ
い
て
審
議

し
て
い
る
。

五十嵐利栄議員

唐
突
な
運
転
員
募
集
の
真
意
は

運
転
員
採
用
は
必
要
と
考
え
て
い
た

▲ 今日も笑顔で窓口対応（ざぶ～ん館）

問　

国
の
新
農
業
政
策
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
減
反
政
策
が

始
ま
っ
て
以
来
、
農
業
者
は

歯
止
め
が
き
か
な
い
低
落
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

　

町
の
政
策
に
つ
い
て
、
ま

ず
水
田
農
業
確
立
対
策
４
８

０
０
万
円
を
16
年
度
予
算
９

６
０
０
万
円
ま
で
戻
せ
な
い

か
。

　

丸
潟
集
落
な
ど
今
後
計
画

さ
れ
て
い
る
基
盤
整
備
事
業

の
受
益
者
負
担
を
、
道
賀
新

田
集
落
な
ど
で
実
施
し
た
際

の
５
％
で
考
え
て
良
い
か
。

　

地
産
地
消
事
業
の
今
後
の

目
標
値
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

町
長　

農
業
振
興
・
産
地
づ

く
り
交
付
金
１
億
２
０
０
０

万
円
が
県
か
ら
入
っ
て
お
り
、

プ
ラ
ス
町
の
４
８
０
０
万
円

を
予
算
化
し
て
い
る
こ
と
を

ご
理
解
願
い
た
い
。

　

基
盤
整
備
の
道
賀
新
田
モ

デ
ル
は
長
谷
川
前
町
長
が
政

策
決
定
し
た
も
の
を
私
が
受

け
継
い
だ
。

　

丸
潟
な
ど
の
基
盤
整
備
受

益
者
負
担
は
５
％
か
一
般
的

な
10
％
か
ま
だ
決
め
て
い
な

い
。

　

地
産
地
消
は
、
学
校
給
食

な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

更
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

基
盤
整
備
受
益
者
負
担
5
％
で
良
い
か

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い



聖籠町議会だより╱平成19年４月╱78号

16

問　

北
越
後
農
協
は
今
年
４

月
に
広
域
大
合
併
の
調
印
・

決
議
に
向
け
て
計
画
を
進
め

て
い
る
。
聖
籠
支
店
の
亀
代

出
張
所
は
合
併
合
理
化
の
な

か
で
業
務
廃
止
や
縮
小
と
な

っ
た
。

　

農
協
は
組
合
員
の
た
め
に

存
続
す
べ
き
で
あ
る
。

　

東
港
開
発
に
係
る
亀
代
出

張
所
の
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

　

町
長
は
合
併
調
印
の
立
会

人
と
し
て
、
亀
代
出
張
所
の

廃
止
を
ど
う
認
識
す
る
か
。

町
長　

亀
代
地
区
の
実
態
を

勘
案
す
る
と
、
農
協
組
織
が

い
か
に
地
域
に
密
着
し
、
大

切
に
さ
れ
て
き
た
か
物
語
っ

て
い
る
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
農
協
の
合

併
に
関
し
て
は
、
農
協
サ
イ

ド
か
ら
自
治
体
と
し
て
ど
う

な
の
か
な
ど
一
切
な
い
。
意

見
を
言
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
く
れ

る
機
関
も
な
い
。
言
い
っ
ぱ

な
し
、
聞
き
っ
ぱ
な
し
で
あ

る
。

　

首
長
の
皆
さ
ん
の
意
向
を

確
認
し
た
り
、
意
見
を
徴
す

る
機
会
が
あ
っ
た
り
し
て
欲

し
か
っ
た
。
審
議
過
程
に
つ

い
て
疑
問
を
感
じ
る
。

小川益一郎議員

問　

総
事
業
費
19
億
１
千
万

円
、
面
積
18
・
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
い
う
大
事
業
の
村
下
開

発
も
、
そ
の
全
体
が
見
え
て

き
た
。

　

４
月
か
ら
分
譲
開
始
と
な

っ
て
い
る
が
、
当
初
計
画
で

は
全
体
で
４
０
０
区
画
（
１

区
画
80
坪
）
保
留
地
１
７
０

区
画
坪
７
万
５
０
０
０
円
で

あ
っ
た
。
保
健
福
祉
施
設
心

友
会
や
介
護
有
料
保
健
老
人

ホ
ー
ム
皆
川
組
の
売
却
代
金

は
い
く
ら
に
な
る
。
町
の
助

成
は
な
い
の
か
。

　

一
般
の
民
有
地
の
売
却
は

保
留
地
が
完
売
さ
れ
る
ま
で

売
れ
な
い
確
約
書
を
取
ら
れ

て
い
る
。
憲
法
第
29
条
の
財

産
権
を
侵
し
て
い
る
の
で
な

い
か
。

町
長　

全
体
計
画
の
中
で
具

体
的
な
年
度
間
の
事
業
変
更

を
説
明
し
な
が
ら
実
施
し
て

き
た
。
福
祉
施
設
が
進
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
区
画
５

０
０
０
㎡
と
７
０
０
０
㎡
を

提
供
す
る
こ
と
か
ら
割
愛
も

で
き
92
区
画
の
保
留
地
と
な

っ
た
。
ま
た
一
団
の
大
き
な

土
地
の
取
得
の
た
め
、
工
事

費
を
相
殺
し
坪
５
万
５
０
０

０
円
で
協
議
し
確
約
書
を
と

っ
た
。
保
健
施
設
へ
の
町
助

成
は
な
い
。

村
下
開
発
の
実
態
は

理
解
得
な
が
ら
住
環
境
整
備

▲ 販売が待たれるウェルネスパーク聖籠

問　

平
成
20
年
度
高
校
入
学

制
度
は
全
県
一
学
区
制
と
な

る
、
本
町
の
中
学
校
へ
の
影

響
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

教
育
委
員
長　

高
校
入
学
の

全
県
一
学
区
制
は
、
当
町
の

子
ど
も
に
当
面
影
響
は
な
い

と
考
え
る
。

高
校
入
学
全
県
一
学
区
制
は
是
か

当
面
影
響
は
な
い

JA 亀代出張所の存続を
まことに遺憾だ
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問　

本
町
に
お
い
て
、
肺
が

ん
、
肺
気
腫
、
肺
結
核
等
で

死
亡
す
る
人
が
い
る
と
思
う

が
、
現
に
治
療
し
て
い
る
人

も
い
る
わ
け
だ
が
、
全
部
の

人
が
過
去
に
石
綿
取
扱
い
作

業
を
し
て
い
た
訳
で
も
な
い
。

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
は
、

中
皮
腫
の
場
合
ほ
ぼ
１
０
０

％
石
綿
と
関
係
が
あ
る
疾
患

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
医

事
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

肺
が
ん
、
そ
の
他
の
胸
部
疾

患
と
石
綿
関
連
疾
患
と
の
関

係
は
た
い
へ
ん
診
断
が
難
し

い
と
聞
い
て
い
る
。

　

会
社
を
や
め
た
人
や
自
営

業
と
そ
の
家
族
の
国
保
対
象

者
で
、
過
去
に
石
綿
取
扱
い

を
し
た
人
た
ち
に
対
し
、
町

は
一
般
住
民
健
診
に
、
石
綿

関
連
診
断
を
付
加
し
、
健
診

費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

町
長　

事
業
所
を
退
職
し
た

と
し
て
も
、
基
準
に
よ
り
認

定
さ
れ
た
人
は
、
国
の
制
度

で
対
応
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
。

ま
た
、
退
職
後
に
新
た
に
被

害
の
認
定
を
受
け
る
場
合
も

あ
る
。

　

今
、
町
の
人
が
ど
う
い
う

状
況
下
に
あ
る
の
か
、
調
査

も
し
て
い
な
い
。
把
握
で
き

な
い
状
況
下
に
あ
る
の
で
、

医
療
的
判
断
も
含
め
て
、
時

期
尚
早
と
思
う
。

問　

平
成
19
年
度
か
ら
学
校

給
食
届
け
出
で
給
食
は
申
し

込
む
こ
と
に
な
る
。

　

期
間
が
平
成
19
年
４
月
か

ら
平
成
20
年
３
月
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
毎
年
こ
れ
か
ら

先
、
１
年
間
毎
給
食
の
申
込

み
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

　

ま
た
、
申
込
み
後
給
食
費

を
納
入
し
な
い
月
が
３
ヵ
月

あ
る
場
合
は
、
給
食
を
辞
退

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

と
あ
る
が
、
給
食
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長　

給
食
費
と
い
う
の

は
、
そ
の
１
年
い
た
だ
い
た

も
の
で
や
り
く
り
を
す
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
確
認

を
毎
年
や
っ
て
い
っ
た
方
が

よ
い
。

　

１
ヵ
月
未
納
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
学
校
を
経
由
し
て

督
促
状
を
保
護
者
に
渡
し
て

い
る
。

　

２
ヵ
月
を
経
過
し
た
場
合

は
、
学
校
教
育
課
の
職
員
が

連
絡
を
と
り
、
督
促
に
あ
た

る
。

　

３
ヵ
月
目
は
、
事
務
的
に

や
る
の
で
は
な
く
、
給
食
の

意
味
を
話
し
た
り
、
経
済
的

な
問
題
が
あ
れ
ば
制
度
の
紹

介
を
す
る
。

　

で
き
る
だ
け
保
護
者
に
理

解
し
て
も
ら
い
、
給
食
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

中村恵美子議員

給食費滞ったらどうなるか

給食が食べられる努力する

ア
ス
ベ
ス
ト
健
診
に
助
成
を

時
期
尚
早

▲ 給食たべて大きく育て
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問　

東
港
未
分
譲
地
20
・
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
港
湾
航
空

交
通
局
が
、
企
業
局
へ
有
償

譲
渡
し
、
44
年
間
に
渡
る
歴

史
に
幕
を
降
ろ
す
。

　

町
長
は
県
と
と
も
に
、
企

業
誘
致
に
積
極
的
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
が
、
次
の
点
に

つ
い
て
条
例
改
正
等
の
意
思

が
あ
る
か
。

①
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
推
進

②
下
水
道
料
金
の
見
直
し

③
企
業
誘
致
条
例
の
見
直
し

④
用
地
取
得
助
成
金
の
創
設

⑤
雇
用
促
進
補
助
金
の
創
設

　

立
地
企
業
と
の
産
業
別
懇

談
会
を
設
け
、
確
度
の
高
い

情
報
を
得
る
た
め
に
も
同
業

種
の
方
々
と
、
意
思
の
疎
通

を
は
か
る
考
え
は
な
い
か
。

　

２
月
に
実
施
さ
れ
た
北
東

ア
ジ
ア
経
済
会
議
で
、
日
本

海
横
断
航
路
開
設
に
向
け
、

新
潟
経
済
界
、
新
潟
市
、
聖

籠
町
が
一
致
し
て
、
協
力
し

て
い
く
と
報
じ
て
い
る
が
、

町
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
考

え
か
。

　

４
ヵ
国
で
合
意
し
た
、
協

議
合
意
書
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　

①
公
共
イ
ン
フ
ラ
整

備
②
下
水
道
料
金
の
見
直
し

③
優
遇
制
度
の
見
直
し
等
は
、

現
時
点
で
企
業
誘
致
に
係
る

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
が
あ
り
、

条
例
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。

今
後
対
応
に
よ
っ
て
は
前
向

き
に
考
え
て
い
く
。

　

前
に
答
弁
し
た
と
お
り
、

産
業
別
懇
談
会
は
必
要
が
な

い
。

　

北
東
ア
ジ
ア
経
済
会
議
は
、

県
と
新
潟
市
が
実
施
、
中
国

韓
国
・
ロ
シ
ア
が
参
加
し
た
。

　

日
本
海
横
断
航
路
は
、
新

潟
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
を
結
ぶ

三
角
航
路
で
、
６
月
の
フ
ェ

リ
ー
航
路
開
設
に
向
け
、
民

間
、
各
自
治
体
が
航
路
開
設

へ
向
け
協
力
し
て
い
く
こ
と

で
合
意
し
た
。

　

協
議
合
意
書
は
、
貿
易
や

観
光
等
実
現
に
向
け
取
り
組

む
内
容
で
あ
り
、
町
も
協
力

し
て
い
く
。

･

高橋　繁憲議員

▲ 世界にはばたく東港

東港を核とした町づくりを

トップセールスを実施

問　

①
ま
ち
な
か
防
災
訓
練

の
ね
ら
い
は
な
に
か
。

②
災
害
時
物
資
供
給
の
基
本

協
定
書
は
、
有
効
に
運
用
す

る
と
思
う
が
、
実
施
計
画
を

作
成
す
る
の
か
。

町
長　

①
住
民
に
密
着
し
た

組
織
づ
く
り
の
訓
練
で
あ
る
。

②
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

協
定
書
の
な
か
で
お
互
い
に

確
認
し
て
い
る
。

地
域
防
災
を
ど
う
す
る
か

安
全
・
安
心
を
確
保
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　平成17年中に議会で審議され、採択された請願は４件、陳情は６件ありました。

　その中でも、特に町民から提出され、私たちの生活に深くかかわるものについて、現状はどう

なったのか調査しましたので、皆さんにお知らせします。

請願(陳情)書の書き方
　町民の皆さんの意見、要望などを

町政に反映させる方法のひとつとし

て請願・陳情の制度があります。

　請願書・陳情書は、請願（陳情）

する方の住所、氏名を書き、押印し

て、紹介議員（陳情の場合は不要）

1人以上の署名または記名押印を受
け、請願（陳情）の要旨、理由を記

載したものを議長あてに提出してく

ださい。

　（表紙）

○○に関する請願（陳情）書

紹 介 議 員　　 ○ ○ ○ ○　 印

　　　　※陳情の場合は

　　　　　紹介議員不要

　（内容紙）

○○に関する請願（陳情）書

要旨…………

理由…………

（要旨、理由ともに簡単に要領

よく記載して下さい）

平成　年　月　日

聖籠町議会議長　○○○○様

請願（陳情）者の住所

氏名　　　　　　印

｛ ｝

処理状況

平成19年3月末、安全・安心な

道路に完成しました。

請願名　町道拡幅整備に関する請願書

提出者　山倉区長　

　　　　山倉学区区長会代表

議会採択年月日　平成１７年１２月１６日

町道を拡幅整備してください

その後どうなった
請願･陳情のゆくえ
その後どうなった
請願･陳情のゆくえ

追 跡
第11回

追 跡
レポート

▲ 山倉小学校グランド入口道路
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総 

務 

文 

教

先
進
図
書
館
を
視
察

　

１
月
25
日
、
町
外
の
先
進
図
書

館
で
あ
る
阿
賀
野
市
立
京
ヶ
瀬
図

書
館
と
新
潟
市
立
豊
栄
図
書
館
の

視
察
調
査
を
行
っ
た
。

　

京
ヶ
瀬
図
書
館
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
将
来
を
担
う
青
少
年
の
人
づ

く
り
で
、
子
ど
も
の
絵
本
や
児
童

書
に
力
を
入
れ
、
開
館
当
初
は
原

語
の
ま
ま
の
外
国
の
絵
本
を
か
な

り
収
集
し
た
こ
と
で
話
題
に

な
っ
た
。

　

豊
栄
図
書
館
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
市
民
と
と
も
に
成
長

す
る
図
書
館
を
め
ざ
し
て
で

あ
り
、
本
の
貸
し
出
し
だ
け

で
は
な
く
、
多
種
多
様
の
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

公
共
図
書
館
の
働
き
の
中

に
、
次
世
代
の
人
材
育
成
及

び
生
涯
学
習
の
提
供
と
支
援

が
あ
げ
ら
れ
、
従
来
の
文
化

教
養
型
施
設
か
ら
一
歩
抜
き

出
た
課
題
解
決
型
施
設
に
生

ま
れ
変
わ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
図
書
の
館
か
ら
情

報
の
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
館
、
そ
し
て
地
域
の
情
報
拠
点

と
な
る
よ
う
に
図
書
館
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

１
月
30
日
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

児
童
館
を
視
察
調
査
し
た
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は

各
小
学
校
の
空
き
教
室
を
活

用
し
、
月
平
均
の
利
用
人
数

は
、
多
い
地
区
で
５
０
０
人
、

少
な
い
地
区
で
は
３
０
０
人

位
で
、
亀
小
地
区
児
童
ク
ラ

ブ
が
一
番
少
な
か
っ
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
亀
塚
に
児

童
館
が
あ
り
、
そ
の
利
用
者

が
多
数
い
る
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
は
有
資
格
者
を
採
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
２
人
の
計
６
人
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
利
用
料
は
有

料
で
、
ま
た
事
故
等
に
備
え
て
損

害
保
険
に
つ
い
て
は
町
の
負
担
で

掛
け
て
い
る
。

　

山
小
地
区
を
調
査
し
、
ク
ラ
ブ

の
部
屋
を
確
認
す
る
と
、
校
舎
の

隅
で
倉
庫
を
改
良
し
た
よ
う
な
狭

隘
な
部
屋
で
あ
る
。
で
き
る
な
ら

広
々
と
し
た
場
所
を
提
供
し
た
い
。

　

亀
塚
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
利

用
料
が
無
料
で
対
象
は
幼
児
・
児

童
生
徒
か
ら
高
校
生
ま
で
、
ま
た
、

子
ど
も
会
か
ら
育
成
サ
ー
ク
ル
も

利
用
可
能
で
あ
る
。
近
年
は
月
平

均
８
２
８
人
の
利
用
者
が
あ
り
、

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

社 

会 

厚 

生

児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
を
視
察
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２
月
26
日
委
員
会
を
開
催

し
、
３
月
定
例
議
会
の
日
程

や
議
事
内
容
の
説
明
を
受
け

た
後
で
、
そ
の
他
の
議
題
と

し
て
「
議
員
定
数
削
減
の
是

否
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

聖
籠
町
は
当
分
の
間
、
合

併
を
し
な
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
が
、
町
内
外
の

社
会
環
境
は
大
き
く
変
貌
し

て
い
る
現
実
の
な
か
で
、
現

有
議
員
定
数
18
人
は
是
か
否

か
、
も
う
一
度
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
集
約
で
き
た
。

　

し
か
し
、
現
18
人
の
定
数

は
前
回
選
挙
か
ら
22
人
を
４

人
減
ら
し
て
実
施
し
た
こ
と

か
ら
、
も
う
少
し
推
移
を
見

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も

あ
る
。

　

今
年
８
月
実
施
の
選
挙
を

前
に
少
し
唐
突
で
は
な
い
か

と
疑
問
視
の
声
も
あ
る
。

　

議
員
協
議
会
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
議
論
百
出
と
な
り
、
議

長
よ
り
議
会
運
営
委
員
会
で

更
に
充
分
調
査
、
研
究
す
る

よ
う
付
託
を
受
け
た
。

　

聖
籠
町
が
将
来
と
も
独
立

し
た
町
づ
く
り
を
継
続
す
る

こ
と
と
な
る
な
ら
ば
、
議
会

議
員
の
定
数
は
何
人
が
良
い

の
か
議
会
運
営
委
員
会
で
慎

重
に
調
査
し
結
論
を
出
し
た

い
。
改
正
自
治
法
も
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
議
会
の
機

能
強
化
も
は
か
ら
れ
て
い
る
。

な
お
一
番
大
切
な
の
は
、
町

民
の
声
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

早
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ

る
。

　

１
月
31
日
、
今
年
か
ら
始

ま
る
新
た
な
農
業
施
策
で
あ

る
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
及
び
、
水
田
の
基
盤
整

備
事
業
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

こ
の
安
定
対
策
は
、
担
い

手
へ
施
策
を
集
中
化
、
重
点

化
す
る
。

　

担
い
手
と
は
、
認
定
農
業

者
で
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

個
人
、
ま
た
は
20
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
集
落
営
農
者
で
あ

る
。

　

19
年
度
、
町
の
対
策
と
し

て
は
、
昨
年
と
同
額
の
４
８

０
０
万
円
を
予
算
に
計
上
、

認
定
農
業
者
等
担
い
手
リ
ス

ト
搭
載
者
へ
作
業
を
誘
導
す

る
。

　

土
づ
く
り
な
ど
環
境
保
全

型
農
業
を
推
進
す
る
。
担
い

手
へ
土
地
の
流
動
化
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
新
規
の
貸
し

手
、
借
り
手
に
も
10
ア
ー
ル

あ
た
り
２
万
５
０
０
０
円
の

助
成
金
が
受
け
ら
れ
る
。

　

国
、
町
も
農
業
者
の
急
な

所
得
減
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
、
今
後
３
年
間
は
現
状
で

の
助
成
を
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

大
夫
地
区
の
基
盤
整
備
事

業
は
、
聖
籠
方
式
に
よ
る
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
で
２
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
、
５
月
中
旬
に

完
成
、
秋
に
暗
渠
工
事
を
計

画
し
て
い
る
。

　

丸
潟
地
区
に
つ
い
て
は
、

地
元
、
土
地
改
良
区
が
一
体

と
な
り
、
平
成
23
年
工
事
着

工
を
目
指
し
て
い
る
。

五十公野下新保ほ場を調査
産業経済建設

議員定数削減の是否を議論
議 会 運 営



　

今
年
は
暖
冬
で
過
ご
し
や
す
い
日

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
春
な
の

に
寒
さ
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

春
が
来
て
ほ
っ
と
し
て
い
た
3
月

25
日
午
前
9
時
42
分
頃
、
強
い
風
で

も
吹
い
た
か
と
思
っ
て
い
た
ら
地
震

で
し
た
。
地
震
直
後
の
テ
レ
ビ
で

は
、
あ
ま
り
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

次
の
日
の
新
聞
の
み
だ
し
に
は
、

石
川
・
能
登
震
度
6
強
、
一
人
死

亡
・
１
７
０
人
ケ
ガ
と
あ
り
、
被
災

地
の
み
な
さ
ん
に
お
見
舞
い
を
申
し

あ
げ
る
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
願
う
も
の
で
す
。

　

議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

中
村
恵
美
子

町政を知るよい機会

議会を傍聴してみませんか

　今、町ではどんなことが論議

されているのだろうか。また、

どんな計画があってどう進んで

いるのだろう。

　あなたに身近なことかも知れ

ません。

　だれでも傍聴できますので、

ぜひ一度おいでください。

　おいでになれなかったときで

も、町図書館と保健センターに

会議録が置いてありますので、

どうぞご覧ください。

　次回定例会は、6月中旬の予

定です。

　もし、私もと思っている方

はご連絡下さい。

　対象者は町外から嫁いで来

たお嫁さんです。

(連絡先)

町役場議会事務局

☎0254-27-2111（内線321）

あなたもみんなのページ

聖籠町に嫁いで来た

お嫁さんに出てみませんか！

議会広報対策
特別委員会

議　　長  高松　春雄
委  員  長 中村恵美子

副委員長 宮沢　光子

委　　員 高橋　繁憲

 小川益一郎

 宮下　　晃

 五十嵐利栄

 桜井　　怜
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職  員  異  動

議会事務局の職員が４月１日付けで異動がありました。

　　転　出 … 平野　敬子さん　産業観光課へ　　ご苦労さまでした。

　　転　入 … 風間　一美さん　上下水道課より　よろしくお願いします。

　どんなきっかけで彼と知り合いましたか？

　 　彼とは、職場が一緒で少しずつ話すよう
になり仲良くなりました。

　聖籠町に嫁いで来て
　どんなイメージを持ちましたか？

　 　聖籠町は、交通のアクセスが良く、果物
も豊富で、とても住みやすくていい町だと

思いました。

　町での生活はどうですか？

　 　まだ聖籠町に来て間もないので、そんな
に慣れていませんが、家族の人たちが親切

でやさしくしてくれるので、毎日が楽しい

生活を送っています。

　町に望むことはありますか？

　 　今の時代は、危険なことがいっぱいおきているので、子どもたちが安心
して遊べる町づくりをして欲しいです。

　聖籠町に嫁いで来た
お嫁さん、今回は胎内
市出身で平成18年11
月に二本松に嫁いで来
た坂井　まどか（旧姓
長谷川）さんです。
　皆さんよろしくお願
いします。

坂 井　ま ど か さん
（二本松）


